
 

 

 

 

 

 

 

 

【南九州病院】 

・ 公立医療機関等 2025 プラン（H30.11.15 調整会議で合意済） 

 

 

 

 

令和３年 10 月 25 日（月） 

令和３年度第２回姶良・伊佐保健医療圏 

地域医療構想調整会議 

＜資料２－②＞ 



 



● 独立行政法人国立病院機構南九州病院

① 地域での役割

○肺癌，慢性呼吸器不全を中心とした呼吸器疾患診療の姶良・伊佐医療圏の中核施設

○県内の肺結核及びエイズ併発の結核患者の診療拠点病院

○ ALS，パーキンソン病及び筋ジストロフィー症等の神経難病医療の拠点病院

○脳性麻痺児の早期診断，早期治療を推進する小児慢性疾患基幹施設

○重症心身障害児（者）及び発達障害児（者）に対する診断・治療を担う

○小児科及び神経内科領域の遺伝性疾患についての遺伝相談の実施

○地域がん診療連携拠点病院として，手術，化学療法，放射線治療のがん医療を担う

○緩和ケアを中心としたがん患者の終末医療を担う

② 他の医療機関との連携状況

・地域がん診療連携拠点病院としての地域医療機関との連携

・神経，筋難病，発達障害などに関して，県内の保健・医療・福祉及び教育機関との連携

・呼吸器疾患の中核施設としての姶良・伊佐地区の地域医療機関との連携

③ 今後の課題

○地域がん診療連携拠点病院として，胃がん・大腸がん・肝臓がん・乳がんの診療は重要で

あり，外科医師の確保が課題

○医師不足と高齢化，看護師他の医療スタッフ確保には，財政的問題もあり，救急体制の充

実が図れない。

○発達障害患者を成人期においても小児科医が継続診療しており，新規患者の受入れの増加

に対応する為にも，成人科への移行が課題となっている。

○重症心身障害児（者）の待機者があり，基幹病院からの新生児受け入れも増加しているが，

現在満床の状態にある。

○結核病床を平成 26 年にユニット化し，２０床で運営しているが病床利用率は平成２８年

度 51.0％と低く病院経営を圧迫している。

○外来化学療法室，救急処置室，発熱外来の環境整備が不十分な状況である。

④ 今後の方針

○今後持つべき病床機能

・呼吸器疾患における感染症病床

・循環器科，消化器内科の急性期機能

・小児発達障害児（者）に対応する増床（慢性期機能）
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